


２２

CONTENTS

English LoungeEnglish Lounge・・Lunch Time Talk

広報活動・編集後記

施設紹介P3

P17
P18

学生スタッフについ学生スタッフについてP4

P12

コラボレーションセンター主催プロジェクト

P12
P6

学生発案プロジェクト

アクティブラーニング・部活動サークル紹介アクティブラーニング・部活動サークル紹介Time

P17
P1
P17
P1P16

～
心
が
浮
き
立
つ
場
所
～

：一
年
間
セ
ン
タ
ー
長
・副
セ
ン
タ
ー
長
と
し

て
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
携
わ
っ
て

ど
の
よ
う
な
思
い
を
抱
き
ま
し
た
か
？

：私
も
す
ご
く
よ
か
っ
た
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
学
生
が
企
画
・運
営
・評
価
す
る
こ
と

を
こ
ん
な
に
楽
し
そ
う
に
行
う
姿
が
い
い
な

っ
て
思
い
ま
す
ね
。
だ
か
ら
こ
う
い
う
こ
と

を
も
っ
と
学
内
外
に
発
信
し
て
や
っ
て
い
く

こ
と
は
、
こ
の
大
学
の
大
き
な
力
の
一
つ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

：学
生
発
案
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
様
々
な
活

動
を
見
て
、
気
が
付
い
た
こ
と
な
ど
あ
り

ま
し
た
か
？

：僕
が
専
門
の
経
済
学
は
自
分
の
利
益
を

中
心
と
し
て
考
え
る
学
問
な
ん
で
す
け
ど
、

学
生
ス
タ
ッ
フ
の
活
動
や
学
生
発
案
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
自
分
の
た
め
と
い
う
よ
り
も
周
り

の
人
の
た
め
の
も
の
が
多
く
て
、
経
済
学
の

考
え
方
も
大
事
だ
け
ど
、
そ
う
い
う
活
動

も
大
事
だ
な
と
再
認
識
し
ま
し
た
ね
。

：学
生
が
好
き
な
こ
と
・関
心
の
あ
る
こ
と

と
、
意
味
が
あ
る
こ
と
、
そ
こ
に
ち
ょ
っ
と

使
命
感
が
芽
生
え
る
よ
う
な
活
動
が
つ
な

が
っ
た
と
き
に
そ
の
学
生
は
と
て
も
い
い
顔

を
し
て
い
る
な
っ
て
感
じ
ま
し
た
ね
。

～
こ
の
大
学
の
大
き
な
力
～

：コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
ど
ん
な

可
能
性
を
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？

：卒
業
生
と
の
交
流
が
あ
る
と
、
身
近
な

社
会
人
と
話
す
こ
と
が
で
き
た
り
、
卒
業

生
に
も
懐
か
し
い
な
と
思
っ
て
も
ら
え
た

り
す
る
か
な
。
そ
う
い
う
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
い
ろ
ん
な
人
に
プ
ラ
ス
に
な
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
。

：い
ろ
ん
な
先
生
が
ゼ
ミ
や
研
究
報
告
の
時

に
使
っ
て
く
れ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
ね
。

普
段
ゼ
ミ
の
教
室
で
行
っ
て
い
る
こ
と
も
、

「あ
そ
こ
で
や
ろ
う
か
な
」
っ
て
な
れ
ば
い
い

な
と
思
い
ま
す
。

：今
年
に
入
っ
て
か
ら
ゼ
ミ
や
授
業
で
使
わ

れ
る
こ
と
も
多
く
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

：じ
ゃ
あ
、
も
う
少
し
使
い
方
を
先
生
に
知

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
と
い
い
ね
。

：最
後
に
、
今
後
学
生
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
学

生
に
期
待
す
る
こ
と
は
何
で
す
か
？

：学
内
外
に
向
け
た
広
報
を
し
て
ほ
し
い
で

す
ね
。
僕
が
入
っ
て
初
め
て
知
っ
た
活
動
や

感
心
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
ほ
か
の

教
職
員
や
学
生
に
も
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

：私
も
発
信
力
で
す
ね
。
発
信
力
も
コ
ツ
と

か
工
夫
が
あ
る
と
思
う
の
で
、
そ
の
方
法
を

勉
強
す
る
の
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

：お
忙
し
い
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

～
今
後
の
課
題
～

：
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
開
設
し
て
３
年
が
経
ち

ま
し
た
が
、
開
設
前
と
後
で
変
化
は
感
じ
ら
れ
ま
す
か
？

：
廊
下
が
賑
や
か
に
な
っ
た
な
と
思
い
ま
す
ね
。
イ
ン
グ
リ

ッ
シ
ュ
ラ
ウ
ン
ジ
で
あ
っ
た
り
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
ト
ー
ク
で

あ
っ
た
り
、
昼
休
み
は
廊
下
に
活
気
を
感
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
ね
。

：
前
は
校
舎
の
中
の
ど
こ
に
行
っ
て
も
平
坦
だ
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
辺
り
に
行
く
と
色

が
あ
る
し
、
活
動
も
感
じ
ま
す
ね
。
だ
か
ら
温
度
が
高
く

な
る
と
い
う
か
、
学
生
も
教
職
員
も
心
が
浮
き
立
つ
よ
う

な
活
動
と
か
発
信
が
あ
る
か
ら
「
す
ご
く
い
い
な
」
と
思
っ

て
み
て
い
ま
す
。

：
学
生
か
ら
「
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
こ
こ
が
使
い

や
す
く
な
っ
た
」と
耳
に
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

：
休
憩
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
使
っ
て
い
る
話
は
聞
き
ま
す
ね
。

あ
と
、
「
イ
ベ
ン
ト
情
報
は
よ
く
来
る
け
ど
、
ほ
と
ん
ど
見

て
い
な
い
」
っ
て
学
生
に
言
わ
れ
て
、
ど
う
に
か
し
な
き
ゃ

な
っ
て
思
い
ま
し
た
ね
。
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に

全
く
興
味
の
な
い
人
も
ま
だ
い
る
な
っ
て
思
い
ま
す
。

：
「
学
生
ス
タ
ッ
フ
い
る
よ
ね
」
と
か
「
フ
リ
ー
で
休
め
る
と

こ
い
い
よ
ね
」
っ
て
話
は
聞
く
け
ど
、
具
体
的
な
意
見
や
要

望
が
出
て
く
る
感
じ
で
は
な
い
か
な
。

：施
設
の
こ
と
だ
け
が
知
ら
れ
て
い
る
感
じ
で
す
か
ね
。

：
そ
う
で
す
ね
、
施
設
の
こ
と
は
知
っ
て
い
る
け
ど
中
身
は

全
然
知
ら
な
い
人
も
多
い
か
な
っ
て
気
が
し
ま
す
。

：
で
も
、
ク
リ
ス
マ
ス
と
か
、
か
わ
い
い
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
っ
て
、
い
い
印
象
は
み
ん
な
持
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
よ
。

：
学
生
ス
タ
ッ
フ
が
何
を
や
っ
て
く
れ
る
の
か
が
、
ま
だ
広

ま
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
ね
。
だ
か
ら
、
具
体
的

な
意
見
や
要
望
に
は
至
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

：
こ
の
仕
事
を
で
き
て
よ
か
っ
た
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。
経
済
学
部
の
学
生
が
頑
張
っ
て

い
る
姿
は
見
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ほ
か
の

学
部
の
学
生
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
た

り
聞
い
た
り
す
る
機
会
は
あ
ん
ま
り
な
い

ん
で
す
よ
ね
。
で
も
、
学
生
ス
タ
ッ
フ
や
学

生
発
案
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
頑
張
っ
て
い
る
学

生
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
が
良
か

っ
た
で
す
ね
。

センター長
横山登志子先生

（人文学部人間科学科 教授）

副センター長
土居直史先生

（経済学部経済学科 講師）

１

今
回
の
巻
頭
言
は
対
談
形
式
に
し
よ
う
と
考
え
、
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
セ
ン
タ
ー
長
で
あ
る
横
山
登
志
子
先
生
と
、

副
セ
ン
タ
ー
長
の
土
居
直
史
先
生
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
学
生
ス
タ
ッ
フ(

以
下
、
「
学
生
」)

が
聞
き
手
と
な
り
、
対
談
を

行
い
ま
し
た
。

聞き手：コラボレーションセンター学生スタッフ（橋本諭、斎藤颯人）
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ENTRANCE

SPACE1
-PC Room-

SPACE2
-Project Lounge-

SPACE3
-Seminar Room-

SPACE4
-SGU coffice-
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学生と教職員が㞟い、知的好ወ心を่⃭する場として利⏝されています䚹
昼休みには、「English Lounge」や「SGU Lunch Time Talk」、「部活動サーク䝹
⤂௓Time」等のイ䝧ントが行われてきました䚹
また、コラ䝪䝺ー䝅䝵ン䝉ンターのイ䝧ントはも䛱䜝䜣の䛣と、学生発案䝥ロ
ジ䜵クトや䝊䝭の発表の場としても活⏝されています䚹

䛣のPC Roomには、iMac15ྎと䝰䝜クロ䝥䝸ンタ、䜹ラー䝥䝸ンタが設⨨されて
います䚹学生が使⏝できる䜹ラー䝥䝸ンタが設⨨されているのは、䛣のPC Room
のみです䚹㞄の部ᒇ（SPACE2）には、学生スタ䝑フも໅ົしており、
PCトラ䝤䝹や印刷方法でᅔ䛳た㝿に、す䛠に対ᛂできるのも大きな≉ᚩです䚹

ㅮ⩏や䝥ロジ䜵クト活動、課外活動の䝭ー䝔䜱ン䜾等に使⏝する䛣とがで
きます䚹䝔ー䝤䝹ごとにண⣙ができるのも大きな≉ᚩで、ྠ䛨時間ᖏに2つ
のㅮ⩏がᒎ開される䛣ともあります䚹さらに、BIGPAD（大ᆺ䝰䝙タ）等の機
ჾもᥞ䛳ており、普段のᗙ学とは㐪䛳たㅮ⩏を味わ䛖䛣とができます䚹

また、䛣の部ᒇのዟにある┦談䜹䜴ンターでは、学生スタ䝑フが໅ົして
います䚹

学生のコ䝭䝳䝙䜿ー䝅䝵ンや๰㐀性をᘬき出すため、様々な設ഛがあり
ます䚹౛䛘ば、可動式のイス（䝔ー䝤䝹付き）や可動式の䝩䝽イト䝪ードが
ᥞ䛳ているため、䜾䝹ー䝥ごとの話し合い等の䜰ク䝔䜱䝤ラー䝙ン䜾には
最㐺な✵間です䚹も䛱䜝䜣、教室の前方にはスク䝸ーン、後方のቨ面にも
䝩䝽イト䝪ードවスク䝸ーンがあるため、ᗙ学にも使⏝できます䚹
䛭の௚にも、ᑵ職䝉䝭䝘ーやイ䝧ントにも活⏝されています䚹

䜹フ䜵をイメージした✵間で、ⴠ䛱╔く㞺囲気が≉ᚩです䚹䝔ー䝤䝹やイスも

ಶ人⏝・䜾䝹ー䝥⏝と様々な✀㢮のものが㓄⨨されており、⏝㏵に合わ䛫て
使⏝する䛣とができます䚹ᐃ期ヨ㦂前には勉強する学生で賑わい、ㅮ⩏の合
間や昼休みにはおⳫ子やおᘚᙜを㣗䜉ながら、会話を楽し䜐学生の姿が印
象的です䚹

学生スタッフ
ⓙさ䜣は、コラ䝪䝺ー䝅䝵ン䝉ンターに໅める
「学生スタ䝑フ」についてごᏑ知ですか？

学生スタ䝑フが๰り上䛢た成ᯝ（たと䛘ば、
ク䝸スマスの㣭り付けや䜹フ䜵の運営など）に
ついては、䛣の1年で少し知䛳ていただけたと
思います䚹しかし、䛭䛣に至るまでの㐨のりは
なかなか見䛘ないものですよ䛽䚹

䛭䛣で、ⓙさ䜣に知䛳て䜋しい学生スタ䝑フの
お仕事をたくさ䜣⤂௓します䟿

学生スタ䝑フの୺な仕事は、
「ピ䜰サ䝫ート」とい䛖ものです䚹もとは

「立場のྠ䛨人がサ䝫ートを行䛖」とい䛖意
味がありますが、ᙜ施設では「学生による
学生のサ䝫ート」とい䛖意味で䛣の
言ⴥを使います䚹

Ხ

について

ピ ア サ ポ ー ト の 様 子

「PCの使い方がわからない」
「ᒚಟ登㘓に୙Ᏻを感䛨る」
「勉強の仕方がわからない」

䛣䜣なときは、コラ䝪䝺ー䝅䝵ン䝉ンターの
SPACE2にお㉺しください䛽䚹待䛳ています䚹
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厚田プロジェクト厚田プロジェクト

Ჰ

LINEスタンプ制作プロジェクト

ᇹ3࢐ƱƳǔʻ˺ƷテーȞƸŴž学ᧈƷᝮ᣻ƳȍタࠚſƱいƏ
ƜƱưŴ学ᧈにƸಮŷƳƜƱにਪ৆ƠていƨƩƖǇƠƨŵ
ᜤǛ᭗ǊǔƜƱǛႸႎƱॖޓ学生Ǎҡಅ生ƕਤつஜ学ǁƷ࠙נ

ƠていǔƨǊŴ学生ƕ୍െᢔいưƖƦƏƳȦニークƳˁᒬǍᘍ動
ǛスタンプにƠてǈǇƠƨŵ

1உ19ଐǑǓŴLINEストアžクȪǨǤターǺスタン࠰2018
プſưᝤ٥ƠていǇƢŵ

SGU ～学長の貴重なネタ帳～

↑ไ作したスタン䝥の一部
（スタン䝥は全40✀㢮）

コラボレーションセンターᧈưƋǔ್ޛέ生Ǎஊ࣓Ʒ学生Ǜɶ࣎にŴ学ϋưИƱƳǔアール・ブȪȥッ
トアートޒƕ10உ13ଐにǨントランスにて᧏催ƞǕǇƠƨŵ
Ʊǋにᅦᅍ˟ƞǜŴ҅ήᅦᅍ˟ƞǜŴȚングアートƞǜにƝңщいƨƩƖŴዋဒǍங߻˺ԼƳƲǛޒᅆ
ƠǇƠƨŵٶƘƷ૾ƕឱǛഥǊてƝᚁにƳƬていǔۋƕҮᝋႎưƠƨŵ

Ჰ

ƠǇƠƨŵٶƘƷ૾ƕឱǛഥǊてƝᚁにƳƬていǔۋƕҮᝋႎưƠƨŵ

ҽဋプロジェクトƱƸŴჽ཮ࠊҽဋғưᘍǘǕていǔע؏ᝡ
ྂ活動ưƢŵžע؏ƱƷコラボſǛɶ࣎にŴコラボレーション
センターƷʙಅƷࠢǛ広ƛǔƜƱǛႸႎƱƠていǇƢŵ
ஜ学Ʒ学生ƕŴ主˳ႎにプロジェクトƷᢃփǛᘍƬてƓǓŴ

žҽဋƜƩǘǓᨛſƱңщƠてŴ9உに᧏催ƞǕǔ˳ׇ؏ע
žҽဋƋƖƋơƾǔƞƱᅛǓſにӋьƠǇƠƨŵƓᅛǓưƸŴ
Ʒ૾ŷƱɟደに૰ྸǛ˺ƬƨǓŴƔƖ൧ǍȨーȨーᤊǓƳ؏ע
ƲǛ੩̓ƠƨǓƱŴע؏Ʒ૾ŷƱʩ්ǛขǊǔƜƱƕưƖǇƠ
ƨŵ

ྂ活動ưƢ
センターƷʙಅƷࠢǛ広ƛǔƜƱǛႸႎƱƠていǇƢ

厚田プロジェクト

アール・ブリュットとは？
「既存の美術や文化的背景を
有しない人による芸術作品」
という意味のフランス語。

アール・ブリュットとは？
「既存の美術や文化的背景を
有しない人による芸術作品」
という意味のフランス語。

ƠǇƠƨŵٶƘƷ૾ƕឱǛഥǊてƝᚁにƳƬていǔۋƕҮᝋႎưƠƨŵ

学
生
⏣
⏩
⏭
⏿
⎡
෇
ѣ
ኰ
ʼ

学生スタ䝑フは、ピ䜰サ䝫ート以外にも
様々な仕事をしています䚹

ẖᮅ、出໅してす䛠に施設のΎᤲ・Ⅼ᳨
を行い、㛢室前には䝟䝋コンの䝰䝙タのΎ
ᤲやᛀれ≀の☜認をします䚹

もし、施設内でởれている⟠所やᛀれ≀
を発見した㝿には、┦談䜹䜴ンターまで
お知ら䛫ください䚹

また、イ䝧ント期間が近䛵くと、スタ䝑フ
がイ䝧ント⏝のᑠ㐨具を作成したり、
‽ഛしたりします䚹≉に、ㅦゎきイ䝧ント
を開ദする㝿には、たくさ䜣のᑠ㐨具が
ᚲ要となります䚹

学生スタ䝑フだけで‽ഛできないものは、

コラ䝪䝺ー䝅䝵ン䝉ンター事ົ室の職員さ䜣と
┦談し、㈙い出しに行きます䚹

ƱいƏ

ᜤǛ᭗ǊǔƜƱǛႸႎƱॖޓ学生Ǎҡಅ生ƕਤつஜ学ǁƷ࠙נ
学生ƕ୍െᢔいưƖƦƏƳȦニークƳˁᒬǍᘍ動

クȪǨǤターǺスタン

施設を快適に保ちます！！

青いパーカーが目印！！

学生スタッフƷ活動Ǜ
ǋƬƱᛇƠƘჷǓƨいᲛƱいƏ૾Ƹ

SPACE2 ႻᛩǫǦンターǇư
Ɠൢ᠉にƓឭƠƘƩƞいᲛ

Ɯǒǅ

ἅἻἮἾὊἉἹὅἍὅタὊ
ɼ͵ἩἿἊỹἁἚ
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Escape
10᭶21᪥に、Co䡈laboration Centerで
「ㅦゎき䝀ー䝮 Trick&Sweet」を開ദしました䚹
✺ዴ⌧れた㨱ዪによ䛳てか䜌䛱䜓の姿䜈と変䛘
られたཧຍ⪅た䛱が、䛭の࿚いをゎくために
さま䛦まなㅦをゎいていきました䚹

ᙜ᪥はᐙ᪘㐃れも多く、ⓙさ䜣࿴気あいあいと
した㞺囲気の中でㅦゎきを楽し䜣でいら䛳し䜓い
ました䚹

䝀ー䝮⤊஢後に㓄ᕸした䜰ン䜿ートでも、
「‶㊊」「かなり‶㊊」とい䛖評価が全体の7๭
以上を༨めました䚹
「またཧຍしたい」とい䛖ኌも多く、ご好評を
いただきました䚹

6᭶24᪥に、大学⚍出ᒎ企画
「ㅦゎき䝀ー䝮 Escape from the Wonderland」を
開ദしました䚹

୙思㆟のᅜに案内する白䛖さ䛞が䝭スをして
しまい、ᐷている少ዪ䜰䝸スが見るክのୡ⏺䜈と
㌿⛣してしま䛳たཧຍ⪅た䛱䚹
ᙼらは䜰䝸スが┠ぬめてክのୡ⏺がቯれる
前に、ඖにいたୡ⏺䜈とᡠる䛣とができるのか・・・

㨱法でか䜌䛱䜓の姿に䟿

・・・とい䛖設ᐃでㅦゎきが行われました䚹
コラ䝪䝺ー䝅䝵ン䝉ンター全体を使⏝した今回の
䝀ー䝮は、10௦から60௦までᖜ広い年௦の方がཧຍ
されました䚹
㓄ᕸした䜰ン䜿ートにも「とても‶㊊」「ḟ回もཧຍ
したい」とのኌを多くいただくなど、とても好評でした䚹

Ჱ

Ụูᕷ୺ദの䝸䜰䝹ㅦゎき䝀ー䝮で出題される問題の作成に協力しました䚹

᪂入生ガイ䝎ンスㅦゎき䝀ー䝮

3᭶31᪥に「コラ䝪ンフ䜯ンタジーXVII」と題し、ㅦゎきを開ദしました䚹

「2017䜶䝧チ䝳ンク䜶スト
䡚Ụูに╀るᖾ䛫の⛎ᐆとᾦの行方䡚」

入学前᪂入生向けㅦゎき䝀ー䝮

4᭶6᪥に経営学部、経済学部の᪂入生を対象にㅦゎきを開ദしました䚹

謎解き謎解解解解解解解解解解解
プロジェクト

・・・とい䛖設ᐃでㅦゎきが行われました䚹
コラ䝪䝺ー䝅䝵ン䝉ンター全体
䝀ー䝮は、䝀ー䝮は、10௦から௦から
されました䚹

解解解解解き解解解解き
ェェェェェェェェェェェククククククククククトトトトトトトトトトト



12உ20ଐ᳸22ଐƷ3ଐ᧓ᨂܭưǫフェǋǪープンƠǇƠƨŵ
コーȒーǛᝤ٥ƠƨǄƔŴクッǭーǋプレǼントƠŴڤٻᚸưƠƨŵ
ʻׅƸSNSにᘺ᫭ǍǫフェƷಮ܇Ǜ৲ᆜƠていƨƩƖŴਘ૝ƢǔƜƱưŴ

学ǍコラボレーションセンターƷӕǓኵǈǛჷƬてǋǒƏƜƱǛႸႎにٻ
ƠǇƠƨŵኽௐႎにŴٶƘƷ学生Ǎ૙ᎰՃƷ૾ŷにƝӋьƠていƨƩƖŴ
࢘ИƷႸႎǛᢋ঺ƢǔƜƱƕưƖƨƱ࣬いǇƢŵƋǓƕƱƏƝƟいǇƠƨŵ

12உ4ଐ᳸26ଐǇưƷ஖᧓ŴǨントランスにクȪスȞスƷᘺ᫭Ǜ

ᘍいǇƠƨŵʻׅƸ܇ڡӼƚ˖ဒƱƠて

ଐǇưƷ஖᧓ŴǨントランスにクȪスȞスƷᘺ᫭Ǜ

ᘍいǇƠƨŵʻׅƸ܇ڡӼƚ˖ဒƱƠてžǤンスタପƑſǛႸਦƠŴ
ᑥǋ᩷ኒにǇƱǊてŴᝍᓙにˁɥƛǇƠƨᲛ

10 Ჳ



学
プ ロ ェジ ク ト

生 発 案
ž学生発案プロジェクトſƸŴٻ学生活ưǍƬてǈƨいƜƱŴଐ᪭ƔǒᎋƑていǔアǤȇアǍ༏

いेいにŴஇ᭗50ɢόǛૅੲƢǔ஝ࠤ学ᨈٻ学ƷプロジェクトૅੲʙಅưƢŵ
にŴૼᙹプロジェクトƕ2つ੔৸ƞǕŴዒዓǛԃǊて5つƷプロジェクトƕ活動Ơていࡇ࠰2017

ǇƢŵӲプロジェクトにƸŴऴ報発̮サǤトǛᇌƪɥƛŴଐŷƷ活動ƷཞඞǛᣐ̮ƢǔƜƱǛ፯Ѧ
ƮƚていǇƢŵ

トのࠢࠚࠫࡠࡊ
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ߪ㊄߅
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トࠢࠚࠫࡠࡊڈڈڈ
ーѼѼ࠲࠶ࡗ ࠄ߆ࠇߎ

㗎ᒛߙࠆѼѼ

ɶ᧓報ԓ˟ƸŴプロジェクト活動ƕ
ƲƜǇưᡶǜưいǔƷƔǛ
報ԓƢǔئ৑にƳǔǑᲛ

இኳ報ԓ˟ƸŴɟ࠰᧓Ʒ活動Ǜ
ਰǓᡉǓŴǇƱǊƨኽௐǛ
報ԓƢǔئ৑ưƢŵ

ഏࡇ࠰ǁӼƚƨॖൢᡂǈǍ
แͳ・ᚘဒǋൿǊてƓƖǇƠǐƏᲛ

߇↢のቇࡦࠗࠢࠟ
ᄢੱᢙ㓸߹ޔ߫ࠇ
…ߦのࠆ߈ߢ߇ߣߎߥࠎߎ

アࠖ࠹ࡦ࡜ࡏߥࠎߎ
…޼ߥ޿ߚߺߡߒ

学生にǑǓᎋƑǒǕƨプロジェクトƕݙ௹˟ǛኺてŴദࡸに੔৸ƞǕƨƋƱƸŴܱᨥに活動ǛڼǊていƖǇƢŵプロジェクト活動Ơてい
ƘɶưŴᡶ਻ཞඞƷ報ԓǛ2ׅᘍƏƜƱにƳƬてƓǓŴɶ᧓報ԓ˟ưƸŴҞ࠰᧓ưᢋ঺Ơƨʙ௡ƱྵנƷཞඞƷ報ԓǛᘍいŴஇኳ報ԓ˟ư
ƸŴ1࠰᧓Ʒ活動ኽௐ報ԓǛᘍいǇƢŵ

学内のㅖ活動をＰ䠮する䛣とを┠的に、文化⣔・体⫱⣔のクラ䝤やサーク䝹、学内の活動

に携わる学生や教職員の方々に60⛊䠟䠩を作成していただきました䚹
作成された䠟䠩は、䜶ントランスのデジタ䝹サイ䝛ージ（㟁子㯮ᯈ）の䜋か、学生スタ䝑フ

が入学式の一部でྖ会㐍行をົめる「䜴䜶䝹䜹䝮䜰䝽ー」、䜸ー䝥ン䜻䝱ン䝟スなど、多く

の場面で上ᫎされます䚹

学生発案䝥ロジ䜵クト（їＰ䠊12）とは、どのよ䛖な活動なのかを知䛳て
いただくため、ྛ䝥ロジ䜵クトメン䝞ーの௦表の方に行䛳たインタ䝡䝳ー

ᫎീも交䛘ながら⤂௓しています䚹また、学生発案䝥ロジ䜵クトの企画

立案からᑂᰝ会、報告会までを再⌧䠲䠰䠮でㄝ᫂しています䚹

コラ䝪䝺ー䝅䝵ン䝉ンターに໅ົする学生スタ䝑フが普段

どのよ䛖な活動を行䛳ているのかを知䛳ていたいただくため

動画を作成しました䚹

ᮅ8:30の開室からኪ9䠖30の㛢室まで、一᪥の仕事の
流れをจ⦰して動画にな䛳ています䚹

ㅖ活動⤂௓動画

学
生
発
案
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
⤂
௓
動
画

学
生
ス
タ
ッ
フ
活
動
⤂
௓
動
画

䠟䡄䡁䠿䡇䟿

䠟䡄䡁䠿䡇䟿

学生発案プロジェクトƷ੔৸ǇưƷ්ǕƸŴĬǍǓƨいプロジェクトǛᎋƑǔŴĭᚘဒ୿Ǜ˺঺ƢǔŴĮࣖѪƢǔŴįݙ௹˟ưƷプレǼ
ンテーションŴƷᲮつƷᢅᆉư঺ǓᇌƬてƓǓŴӈ݅Ƴݙ௹Ǜኺてദࡸに੔৸ƞǕƨئӳƸŴஇ50ٻɢόƷૅੲǛஜ学ƔǒӖƚǔƜƱƕ
ưƖǇƢŵ

YOSAKOI䝋ーランサーク䝹 ₇๻サーク䝹 ๻ᅋSON’s SUN䜴䜵䝹䜹䝮䜰䝽ーの様子
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䠘௦表⪅＞
法ᚊ学⛉3年

手ሯ₶さ䜣

䠘௦表⪅＞
法ᚊ学⛉䠐年
上ཎுኴさ䜣

䠘௦表⪅＞
法ᚊ学⛉䠐年
᭮᰿ᐶ至さ䜣

䠘௦表⪅＞
ⱥㄒⱥ⡿文学⛉䠐年

中஭ಇさ䜣

Q1.活動を行䛳ていて良か䛳た䛣と、楽しか䛳た䛣とは？
͸大学から᥇ᢥされたண⟬を使い、事業をᒎ開する機会を
୚䛘てくれた䛣とに႐䜃を感䛨、㐩成感があ䛳た䛣とです䚹

Q2.䝹ーマ䝙䜰の学生と関わ䛳て感䛨た事は？
͸᪥ᮏ人的な感ぬを持䛱合わ䛫ていて、協ㄪ性があり、コ䝭
䝳䝙䜿ー䝅䝵ン能力が高いと感䛨ました䚹

Q3.䝥ロジ䜵クトメン䝞ー内で大切にしている䛣とは？
͸㐪䛳た文化や考䛘方を持䛳た人と出会䛳た時に多様性を
⌮ゎして上手く協ㄪしよ䛖とດ力する䛣とが大切です䛽䚹

Q1.䝥ロジ䜵クトをጞめたき䛳かけは？
͸㔜要な㐃⤡の☜認䝭スが生䛨、୙౽に感䛨ていたた
め、䜰䝥䝸にまとめるとわかりやすいと思䛳たからです䚹

Q2.一␒ᚲ要な䛣とは？
͸今まで使䛳た䛣とのないものに⮑する䛣となくや䛳て
みよ䛖、とい䛖心が大切だと思います䚹

Q3.み䜣なに向けて
͸䛣の䜰䝥䝸を㏻して大学生活をより良いものにしたい
と考䛘ているので期待してください䟿

䝹ーマ䝙䜰ᩱ⌮を
᣺る⯙䛖様子 ᐇ㦂の様子

土బᕷᙺ所にて副ᕷ長様との一ᯛ

Q1.活動を行䛳ていて良か䛳た䛣とは？
͸色々な学生や先生方に㡢ኌ認識を使䛳たᨭ᥼が
少し䛪つ知れΏ䛳ている䛣とです䚹

Q2.䝥ロジ䜵クトを行䛖上での⌮ᛕ・䜻ー䝽ードは？
͸「何のために䛣の活動を行䛳ているのか」とい䛖䛣とを
大事にしていました䚹

Q3.今後のᒎ望は？
͸ㅮ⩏形式の授業だけではなく、䝊䝭形式の授業も
含めてྠ䛨㉁のᨭ᥼をできるよ䛖にしたいです䚹

Q1.䝥ロジ䜵クトをや䛳ていて良か䛳た䛣とは？
͸໭ᾏ㐨以外の方々と交流する䛣とができ、᪂たなど㔝
を広䛢る䛣とができた䛣とです䚹

Q2.ᚓたものは？
͸ᅄᅜの人の温かさを⫙で感䛨る䛣とができました䚹

Q3.来年度以㝆のᒎ望は？
͸ᯇ山大学との交流⥅⥆、Ụูᕷと土బᕷの交流
事業は䝺䝧䝹の高いᕷẸを巻き㎸䜣だ活動が
出来たら良いと考䛘ています䚹

ᯇ山大学にてᮏ学の⤂௓を
行䛳ている様子

䝹ーマ䝙䜰のトラン䝅䝹䝞䝙䜰
䝤ラ䝅䝵フ大学と䝞䝧䝅䝳・䝪䝲イ
大学の学生をᮏ校䜈ᣍき、ᮏ学
の学生の␗文化䜈の意識を高め
る䛣とを┠的とした䝥ロジ䜵クト䚹
䛭の一⎔として、学内授業ཧຍや
学内サーク䝹、「᪥ᮏ㣗を作䜝䛖」
とい䛳た体㦂をしてもらい、ど㔝を
広䛢てもら䛖䛣とを┠指す䚹

ᮏ学では、䝟䝋コン䝔イク
と䝜ート䝔イクによる⫈ぬ㞀
がいの学生ᨭ᥼を行䛳てい
る䚹䝔イクは長時間のタイピ
ン䜾や➹グによる学生䜈の
㈇Ⲵが大きいなど、いくつ
か問題Ⅼがある䚹䛣のよ䛖
な問題Ⅼと、よりṇ☜な情
報ಖ㞀を行䛖ため、㡢ኌ認
識による௦᭰を┠指して活
動している䚹

今年度㉎入したPCのഛရの一部 䝥ロジ䜵クトの作業㢼景

報告会でㄝ᫂する様子

ᅜ内協ᐃ校「 」・高知┴ との
交流ಁ㐍䝥ロジ䜵クト

䝥ロジ䜵クト
（BTS䠙Babes-Bolyai&Transylvania&Sapporo Gakuin）

サー䝞についての開発成ᯝは、᪂サー䝞をᵓ⠏し、
サー䝞でWebスク䝺イピン䜾䝥ロ䜾ラ䝮をᐇ行できるよ
䛖にした䛣とである䚹情報の多くはコンピ䝳ータでฎ⌮で
きないHTML文᭩であるため、スマートフ䜷ンで情報を
ᢅ䛖にはHTML文᭩をインター䝛䝑トでྲྀᚓし、コンピ䝳
ータでᢅいやすいよ䛖に変換するฎ⌮（Webスク䝺イピ
ン䜾）がᚲ要であ䛳た䚹また、サー䝞のᑟ入によ䛳て開
発をᐜ᫆にする䛣とができた䚹
䜰䝥䝸については、iOSとAndroidをྠ時に開発できる
開発⎔ቃをᑟ入した䚹ᐇ㝿に携ᖏ䜰䝥䝸をヨ作し、
Webスク䝺イピン䜾サー䝞との㏻信に成ຌした䛣とで、
ᮏ᱁的な䜰䝥䝸開発のためのᇶ┙のᵓ⠏に成ຌした䚹

今年度は、䜰ク䝔䜱䝤ラー䝙ン䜾のよ䛖な話⪅が」数
いるㅮ⩏における㡢ኌ認識の活⏝を、2つの方法で᳨
ウした䚹䐟༢一指向性マイクと↓指向性マイクとのẚ㍑
ᐇ㦂 䐠㡢ኌ認識を使⏝する㝿にᚲ要な䝹ー䝹のㄪᰝ

䐟の⤖ᯝ、༢一指向性マイクの᭷ຠ性は☜認できな
か䛳た䚹㞟㡢する㡢ኌの㡢㉁が高か䛳たため、ல⣽な
㡢でも㡢ኌ認識が཯ᛂしてしま䛳た䛣とがཎᅉと᥎ さ
れる䚹また、䐠の⤖ᯝ、㡢ኌ認識の認識⢭度をᢸಖする
ためには、「௚の人が話している時には๭り㎸まない」、
「䜖䛳くりと᫂░な話し方を心がける」などの䝹ー䝹が
᭷ຠ的である䛣とを☜認した䚹

外ᅜ人学生との交流会の様子

ឡ፾┴ᯇ山ᕷにあるᯇ山
大学との交流と、Ụูᕷの
཭好㒔ᕷである高知┴土బ
ᕷとの交流活性化を┠指し
て活動を行䛖䚹お஫いの大
学やᆅᇦの㨩力について、
䝥䝺䝊ン䝔ー䝅䝵ンを行い、
஫いにᅜ内␃学について考
䛘るき䛳かけを作る䚹

䠘ᴫ要＞ 䠘䝥ロジ䜵クト報告＞

「社会のᅜ㝿化」や「䝹ーマ䝙䜰の᪥ᮏ
ㄒ教⫱」など、䠒つの社会問題に↔Ⅼを
あてて活動した䚹䠍䠎᭶䠎䠏᪥䡚䠍᭶䠑᪥
に䝹ーマ䝙䜰の学生が来᪥し、ὸⲡᑎ
ཧᣏ、໭ᫍ高校ゼ問、ᑠᶡᕷ研ಟ、学内
の授業ཧຍなどを行い、␗文化交流を
はかる䛣とができた䚹

一方で、ண期䛫䛼事ែにど䛖対ฎする
のかとい䛖「䝸スク⟶⌮」が課題である䚹

䠘ᴫ要＞ 䠘䝥ロジ䜵クト報告＞

を利⏝した情報ಖ㞀䝥ロジ䜵クト

ᮏ学の学生や教職員が、
ᚲ要とする情報（情報䝫ータ
䝹、Moodle、ᮏ学䝩ー䝮ペ
ージなど）を⤫合的に㜀ぴで
きる䝅ス䝔䝮の設ィ・開発・
運⏝を┠指す䝥ロジ䜵クト䚹
䛣の機能をᦚ㍕した生体➃
ᮎ上で動作する䜰䝥䝸の開
発を行䛖䚹

䠘ᴫ要＞ 䠘䝥ロジ䜵クト報告＞

携ᖏ⏝ 開発䝥ロジ䜵クト

䠘ᴫ要＞ 䠘䝥ロジ䜵クト報告＞

ᯇ山大学とは㐃携強化・学生交流の活性
化を┠的に活動した䚹ゼ問時には、䝊䝭形式
の活動を㏻して方言が学䜉、᠓ぶ会で交流
を῝める䛣とができた䚹また、ᯇ山大学の学
生が「来年度以㝆に䝊䝭᪑行で行きたい」と
言䛳てもら䛖䛣とができ、ゼ問だけではない交
流を行䛖䛣とができた䚹

土బᕷとの交流では、「ドラゴン広場」でỤ
ูᕷのPRを行い、୧ᕷ長・副ᕷ長を表ᩗゼ問
した㝿には、⃭ບの言ⴥを頂く䛣とができた䚹
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Q1.䝥ロジ䜵クトをや䛳ていて良か䛳た䛣とは？
͸䜾䝹ー䝥のᑟき方、チー䝮作り、業ົ的な部分でス
䜻䝹䜰䝑䝥できた䛣とです䚹

Q2.活動を㏻してᚓたものは？
͸㖟ᗙၟᗑ⾤で㣗ᮦをᐤ付してくれる人とつながりが
でき、ຓけ合いの形にな䛳ているのが良いです䛽䚹

Q3.䝥ロジ䜵クトメン䝞ーになるには？
͸䛣䛖い䛖活動がしてみたい、子どもに対して何かして
あ䛢たいとい䛖人に入䛳てḧしいです䚹

大㯞㖟ᗙၟᗑ⾤やᆅᇦの方々とᮏ
学の学生が㐃携し、子どもの居場所䛵
くりを┠的とした活動を行䛖䚹ẖ㐌㔠᭙
᪥に㞟まり、୺にኤ㣗ᨭ᥼を行䛳てい
る䚹䛭の௚にも、学⩦ᨭ᥼やᏘ⠇ごと
にスイ䜹๭り、䝝ロ䜴䜱ン、ク䝸スマスな
どのイ䝧ントも行䛳ている䚹また、「䛣䛣
なつ」とい䛖䝥ロジ䜵クトྡは「子ども、
交流、௰良く、つながる」の頭文字をと
䛳たものである䚹

䠘௦表⪅＞
⮫ᗋ心⌮学⛉䠏年

బ㈡ி௓さ䜣

子ども㣗ᇽ「 」䝥ロジ䜵クト

子ども、大人、学生など多ୡ௦が㞟
まれるᆅᇦの居場所作りを┠指し、
2016年4᭶から60回を㉸䛘る活動を
行䛳てきた䚹活動はẖ㐌㔠᭙᪥に大
㯞㖟ᗙၟᗑ⾤の「㯝䛣いや」で行い、
子どもた䛱にと䛳ての᪥ᖖとなるよ䛖
な場䛵くりを大切にしている䚹さらに
企業と㐃携してᏘ⠇のイ䝧ントなどを
企画し、㠀᪥ᖖ的な場䛵くりも大切に
している䚹

㣗事の㢼景 学生と子どもた䛱の交流

䠘ᴫ要＞ 䠘䝥ロジ䜵クト報告＞

コラ䝪䝺ー䝅䝵ン䝉ンターには、「多様な学ಟの場」として多くの施設があります䚹
コラ䝪䝺ー䝅䝵ン䝉ンターにあるྛ✀スペースの䜋か、「䜰ク䝔䜱䝤ラー䝙ン䜾教室」としてA-215
教室とB-201教室が設けられています䚹
䜰ク䝔䜱䝤ラー䝙ン䜾教室では、䝽ーク䝅䝵䝑䝥やデ䜱䝧ートを多くྲྀり入れたㅮ⩏が開ㅮされて
います䚹また、䝥ロジ䜵クタ等も᏶ഛしているため、䝡デ䜸教ᮦを⏝いたㅮ⩏にも最㐺です䚹

学生自身が部活動やサーク䝹の㨩力を伝䛘、部活動䜈の関心を向上さ䛫る䛣とを┠的に発案されました䚹
学生が中心とな䛳たイ䝧ントが᪂㩭だ䛳た䛣とからも、学生や教職員までᖜ広く関心を持䛳ていただけたと思います䚹
᪂入生や᪂しい䛣とにᣮᡓしたい学生にと䛳て、部活動やサーク䝹を知る良いき䛳かけとな䛳たのではないでし䜗䛖か？
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コラ䝪䝺ー䝅䝵ン䝉ンターでは、学生発案䝥ロジ䜵クトをເ㞟しています䚹
学生のみなさ䜣、᪥㡭から考䛘ている䜰イデ䜰や⇕い᝿いを௰間と一⥴に
ᐇ⌧してみま䛫䜣か？
2018年度分ເ㞟のヲ⣽については、4᭶以㝆にコラ䝪䝺ー䝅䝵ン䝉ンター
が運⏝するSNSや学内ᥖ示䝫スターにてご㐃⤡しますので、興味や関心の
ある学生は、見㏨さ䛪チ䜵䝑クしてください䚹

や学内ᥖ示䝫スターにてご㐃⤡しますので、興味や関心の

15
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今年度行われたSGU Lunch Time Talk

話し手 トーク䝔ーマ

高ᶫ䝦䝺ン（経営学部経営学⛉ ㅮᖌ） 「Please I have been : Languages I have learned」

大ᐑ⚽ῄ（人文学部⮫ᗋ心⌮学⛉ ෸教授） 「⬻ト䝺䛳てᮏᙜにຠᯝがあるの？」

㔠┒直ⱱ（経済学部経済学⛉ ㅮᖌ） 「㈋しいᅜが㇏かになるためには䡚㈨※の䝽䝘から考䛘る䡚」

手௦ᮌ⌮子（人文学部⮫ᗋ心⌮学⛉ 教授） 「身体とつなが䜝䛖䟿䠉トラ䜴マ἞⒪法の᪥ᖖ䜈のᛂ⏝䠉」

ᩧ⸨⨾㤶（人文学部⮫ᗋ心⌮学⛉ ෸教授） 「先ᘏばしⒷを変䛘てみま䛫䜣か？」

山ᓮៅ࿃（経済学部経済学⛉ ㅮᖌ） 「㈈ᨻ㉥字はㄡの䛫い？」

ᯇ஭ග一（人文学部䛣ども発㐩学⛉ 教授） 「䛣どもた䛱にはA(ᣵᣜ)K(感ㅰ)E(➗顔)がᚲ要だ䟿」

ᷓ山⣧（経営学部会ィフ䜯イ䝘ンス学⛉ ෸教授） 「？と思䛖心」

室ᶫ᫓ග（人文学部⮫ᗋ心⌮学⛉ 教授） 「㏿い思考と㐜い思考？直感的で⾪動的な䝅ス䝔䝮と
⌮ㄽ的でᛰけ⪅な䝅ス䝔䝮・・・まなᯈ䝰デ䝹で考䛘る」

Ἑ⏣┿Ύ（経営学部経営学⛉ 教授） 「企業をᨭ䛘る企業の᪂しいྲྀり⤌みのᛂ᥼ไ度」

English Lounge
SGU Lunch Time Talk
࡜ ࡦ ࠴ ࠲ ࠗ ࡓ ト ー ࠢ

SGU Lunch Time Talkとは、教職員が䛭れ䛮れ伝䛘たい話題をおᒆけする企画です䚹䛣䛣でᢅわれる䝔ーマは、
教員の研究䝔ーマはも䛱䜝䜣の䛣と、研究からὴ生したお話や、教職員が関心を持䛳てྲྀり⤌䜣でいる䛣と、学生
に䛬䜂伝䛘たい䛣となど多様な䝔ーマをྲྀり上䛢ています䚹

教員は、研究等についてㄒる䛣とで教員のイ䜻イ䜻を可ど化し、高等教⫱機関らしさを䜰ピー䝹します䚹学生は
䛭䛣から่⃭をཷけ、知的好ወ心を動かします䚹教員のみなら䛪、学生およ䜃職員が≉ᐃの䝔ーマでㄒり、᪂しい
つながりを作る場とする䛣とが┠的です䚹
また、大学生協からおに䛞りをᥦ౪して頂いています䚹昼㣗をとりながらのཧຍもOKなので、興味の持てるトーク
䝔ーマがあれば䛬䜂ཧຍしてみてください䟿

English Loungeは、平᪥の昼休みに䜶ントランスにて、ⱥㄒにぶし䜐䛣とを
┠的に行われているྲྀり⤌みです䚹

ⱥㄒのㅮ⩏以外でも、より気㍍に楽しくⱥㄒにゐれたいとい䛖人のために
つくられた場所です䚹

ⱥㄒᢸᙜ教員・ᅜ㝿交流ᢸᙜ・学生᭷志を中心に
運営しており、デ䜱ス䜹䝑䝅䝵ンや䝥䝺䝊ン䝔ー䝅䝵ンを
㏻䛨て、ⱥㄒにゐれる時間と✵間がᥦ౪されています䚹

ⱥㄒに興味がある方は気㍍にཧຍしてみてください䟿

᭶に1回⛬度開ദ中䟿䟿

平᪥の昼休みに開ദ中䟿䟿

編 集 ࢸ ᚡ
「ᮐᖠ学㝔大学コラ䝪䝺ー䝅䝵ン䝉ンター年報」は、今年度で➨3ྕを㏄䛘ました䚹䛣れまではコラ䝪䝺ー䝅䝵ン䝉ンター䛭の
ものを知䛳てもら䛖ために、施設などの⤂௓がメインとな䛳ていました䚹䛭のため施設などについては、䛭䜝䛭䜝認知されて
きたのではないかと感䛨ています䚹したが䛳て施設⤂௓のページをῶらし、ᮏྕからは、学生スタ䝑フの活動について多くྲྀ
り上䛢、学生スタ䝑フの᪥ᖖをより⃰く⤂௓する䛣とにしました䚹

デ䝄インや文❶については「伝䛘る」とい䛖䛣とに㔜きを⨨いて作成しました䚹ですが、ཷけྲྀり方は䛭れ䛮れ㐪い、より良
いものを㏣ồする䛣との大変さを感䛨ました䚹また、ྛ々のಶ性を䝞ラ䝞ラのものではなく、一つの年報としてまとめていく㞴
しさも感䛨ました䚹
䛣の年報を手にྲྀ䛳た䛣とを機に、コラ䝪䝺ー䝅䝵ン䝉ンターに少しでも興味を持䛳ていただけるとᖾいです䚹

年報作成䝥ロジ䜵クトメン䝞ー䠖 ୕ᾆᏳඃ㡢（䠍年） ᩪ⸨ 㣁人（䠍年）
⸨ཎ ᪼ử（䠏年） ᶫᮏ ㅍ （䠐年）
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ઁਾઁਾણ৿
Facebook、Twitter、Instagram、LINE@を運営しています䚹
施設の᪥ᖖの様子はも䛱䜝䜣の䛣と、イ䝧ントの開ദ報告やண告など、
䝸䜰䝹タイ䝮で情報をお伝䛘しています䚹⿬表紙のQRコードより
䜰ク䝉スしてみてください䟿

LINE@とFacebookでは、期間㝈ᐃで᪂入生サ䝫ートも行䛳ています䚹
入学前の୙Ᏻや␲問のゎ消、大学についての情報発信など、
᪂入生が良いスタートを切れるよ䛖全力でサ䝫ートします䟿

学内向け広報として、ẖ᭶初᪪に᭶報を発行しています䚹
また、年度ᮎには1年の活動の様子をまとめた年報を発行しています䚹年報の作成では、
ᵓ成からページの䝺イ䜰䜴トまです䜉て学生スタ䝑フで行います䟿䛬䜂お手にྲྀ䛳てごぴください䚹

Instagramのᢞ稿 LINE䠜での᪂入生サ䝫ートの様子

Facebookのᢞ稿

↑ᕥから順に、᭶報7᭶ྕ、᭶報10᭶ྕ、年報๰หྕ、年報➨஧ྕ

初᪪に᭶報
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https://www.facebook.com/SGUCollaborationCenter/

https://twitter.com/SGU_Collabo

https://page.line.me/spv4053o

https://www.Instagram.com/sgu_collaborationcenter/


